
――藤原部門長のこれまでの経歴について
教えてください。

藤原　1 9 8 7年にO K Iに入社し、通信事業
者向けの交換機のハードウェア開発設計
を担当しました。NTTの通信研究所との共
同研究を経験した後、IPネットワーク市場
向けのマーケティング部門を経て、2 0 1 4
年から IoT（ In ternet  o f  Th ings）向けの事
業企画を担務しました。その後に情報通信
部門にて IoTアプリケーション推進部の部
門長として、海洋・音響、5G×自動運転、ス
マートシティ等の部門横断テーマの推進、

「社会インフラ× I o T 」に関するプロモー
ション活動の推進を行ってきました。

――イノベーション推進部とはどのような
関係がありましたか︖

藤原　2017年度の下期に社長直轄で発足
したイノベーション推進プロジェクトの
メンバーになり、一般社団法人  Japan In-
novation Networkが開催したJINイノベー

ション塾に通いました。JINイノベーション
塾では、他社の方々と共同でSDGsの目標
からビジネス機会を探索するプロセスを
学びました。その活動の中から現在のOKI
のイノベーション推進活動の基本となる
Yu m e  P r oプロセスを自らが主導して構
築しました。その後、イノベーション推進
部とは事業部門の立場で情報共有し、イノ
ベーション推進活動を支援してきました。

――事 業 部 門 で の 多 く の 経 験 を 踏 ま え 、
新たにイノベーション推進部 部門長として、
どのような方針をお持ちですか︖

藤原　2019年度のイノベーション推進部
は、次期中期経営計画におけるOKIグルー
プ全体のイノベーション推進活動を統括
し、Yume Pro活動を通して新たな価値創
出を目指します。これまでイノベーション
推進部は、新たな事業分野として「医療・
介護」「物流」「住宅・生活」をテーマに共創
による新規事業の創出に取り組んできま
した。昨年度は試行錯誤に多くの時間を費
やしましたが、今年度はイノベーション活
動の原点に立ち返り、社会課題を解決する
価値の創出、つまり、Yu m e  P r oプロセス

（顧客課題～仮説の立案～ビジネスモデル
作成～検証）を実行し、繰り返し顧客と共
にビジネスを創り上げていくプロセスを
きっちり推進していきたいと考えていま
す 。具 体 的 な テ ー マ と し て は 、ひ と つ は

「ヘルスケア」。SDGs3 .4のターゲットで
ある非感染症すなわち成人病による死亡
者数の減少のために、認知症や糖尿病など

の早期検知と予防について、保険会社や製
薬会社との共創活動を具体化します。また、

「物流」「住宅・生活」は早期に社会課題を
絞り込みます。その 3 つに加え、現在情報
通信事業本部にて検討している「海洋・音
響」分野の一部の領域にもチャレンジしま
す。OKIが得意とする音響センシングや光
ファイバーセンシング技術を活用した、海
上航行の安全性を確保する「船舶 I o T 」や
SDGs14.7および14.b／cのターゲットに
連動した「海洋資源・保全」に取り組み、新
たな領域での社会課題解決を目指します。

――新体制で強化することは︖

藤原　事業部門や営業部門との連携を強
化し、オールOKIとしてのイノベーション
推進を行っていきます。そのためには先ほ
ど述べた通り、Yume Proプロセスをしっ
かり実行・推進し、SDGsの目標達成に繋が
る新たな価値の創出を目指していきます。
また、もう一つ強化したい点は研究開発セ
ンターとの連携強化です。パートナーとの
共創はもちろん重要ですが、並行して自社
の強みを活用して新たな価値を生み出す
活動も行います。今年度は事業部門、営業
部門との連携に加え、研究開発部門とのコ
ラボレーションも強化した融合体制にて
イノベーション活動を推進していきます。

対外的なプロモーションもさらに強化し
ていきます。OKIグループとして出展する
CEATECやOKIのプライベート展示会で

あるO K Iプレミアムフェアのワーキング
を統括し、OKIグループ全体として一体感
のある情報発信を行っていきます。

――最後に、イノベーション推進部および
藤原さんの今後の展望、夢について、お考え
を聞かせてください。

藤 原　製造業の世界では第 4 次産業革命
（ Indust ry4 .0）に向けて IoTやAI活用の取
り組みが具体化されつつあり、その先には、
日本政府が提唱するSoc ie ty5 .0がありま
す。これは、I o TやA Iを活用して、安心・安
全で便利な社会の構築を目指すものです
が、まさに O K I が掲げる「“モノづくり”・
“コトづくり”を通して、より安全で便利な
社会のインフラを支える企業グループ」を
目指すというO K Iのビジョンと合致する
ものです。今年度はYume Proの取り組み
を実行・具体化し、2022年度に向けた次期
中期経営計画におけるイノベーション推
進の方向性を打ち出していきます。具体的
にはSDGsの目標達成に繋がる、インパクト
のあるビジネスを創出したいと思います。

私の夢は、気候変動等に伴う激甚災害や環
境破壊が深刻化する中で、「人々が幸せで
豊かな生活ができる社会に貢献すること」
です。そのために市場にOKIの提供価値を
積極的にアピールすべく、常に明るく、楽
しく取り組んでいきたいと考えています。

（2019年3月31日公開）
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